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子子どどもものの““今今””かかららつつくくるるここととばばのの学学習習�
−−〈〈感感度度〉〉をを生生かかししてて学学びびをを重重ねねるる−−

11  研研究究のの内内容容 

（1）これまでの研究を整理する

本校国語部では，教科国語の特性を「ことばにこだわって思考し，自身のことばをみがき，ことばの
世界を広げることで自分の考えや思いを深めること」と考える。これは，子どもたちがことばに引っか
かり，こだわって読んだり表したりすることを通して，自分のもっていたことばへの知識が更新された
り，新たなことばと出合ったりするような学びである。こうした学びは，協働的に行われるが，全てを
意図的・計画的に仕組んでいくのではなく，子どもたちがこれまで積み重ねてきたことばの知識を生か
しながら，ことばと出合う“今”の問いや思いを大切にして行われる。このような考えから，「子どもの“今”
からつくることばの学習」というテーマを設定し，研究に取り組んできた。この研究を通して，子ども
たちが他者とともに自身のことばを豊かにしていく姿から，三つの学びの様相が見えてきた。

感度：学習材や他者のことばを介して，ことばに引っかかったり気づいたりすること

理解：学習材や他者のことばを介して，ことばがより深く分かること

拡充：学習材や他者のことばを介して，私のことばと世界が広がること

「感度」は学習材や他者のことばに感じたよさや
違和感をもとに，ことばの使われ方への気付きが高
まることを意味している。「理解」はことばと向き合
い，そのことばが表す意味や表し方についての理解
が深まることを示している。「拡充」はことばを通し
て新たな意味や価値と出会い，自身の見方・考え方
を広げていくことを表した。
この三つの学びの観点は，図１のように連関し合

っている。まず，他者やテキストのことばに引っか
かるかどうかは，それぞれがもつことばへの知識に
よって違いが出る。だからこそ，協働的に学ぶことに意味がある。そのことばへの知識が，ことばへの
引っかかりや気づき，すなわち「感度」につながる。ことばへの「感度」は，知っていることばに対し
てだけではなく，そのことばが全く知らないものであるとき，まだ自覚的に使われていたものではなか
ったとき，自分が知っている意味や使われ方と違いがあるときに発揮される。子どもたちの「感度」に
引っかかったことばは，子どもたちが“今”必要としていることばの学びに他ならない。こうした引っか
かりを，教師はある程度予測はできても，子どもたちの内面にあることばを全て理解しているわけでは
ない。だからこそ，子どもたちのことばに耳を傾け，学びの主導権を子どもたちに預けることに意味が
あるのである。
そして「感度」をもとに，新たなことばを知ったり，単に知っているだけのことばを自覚的に使える

ようになったり，もとから知っていたことばの知識が更新されたりする。すなわち，ことばへの「理解」
や「拡充」が起きるのである。このように学ばれたことばは，単にことばが増えたり広がったりするだ
けでなく，ことばの知識が意味のあるつながりをもつことになり，それがことばへの「感度」を育て，
新たなことばへの気づきや引っかかりにつながっていくのである。
では，こうしたことばの学びを，教師はどのようにみとれば良いのだろうか。近年の研究として，「感

度・理解・拡充」の三つの観点でことばの学びに向かう子どもたちの姿をもとに，重要語句を抽出し整
理したものが表１である。

図図 11 感感度度・・理理解解・・拡拡充充 
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⾲ 1：ことばの学䜃を䜏とるどⅬ

感度ʤݺʓに違いを知るʥ 理解ʤ他者と֮かめあうʥ 拡充ʤ他者の姿から広げる。深めるʥ

高学年
豊かにする
મする

自他のいを大ࣆにする

解एする
的や相घを意識する
ಚする・൹する

Ҍする・൹する
するߑ࠸

する・ேકするࡠࢾ

学年
違いに気づく
ཱིちࢯまる

大切さを感じる

ਬする
整理する・関ܐづける
考ࡱする・༙ڠする

しくする
意味づける

違いを生かす・༽する

ఁ学年
ֺし
ରݩする
耳を傾ける

ϟーζする
理༟づける・༙ڠする
問いをもつ・֮かめる

はっきりする
使ってみる

よいものをમぶ

表 �のһは図 �で表した「感度」が広がり，さらに深い理解や拡充につながっていくことを表して
いる。表のһは三のདྷડだが，ࣰࡏにはՁ重にもなりながらことばへの感度が高まっていく。ま
た，ここにڏげたࢻ点は，दۂのં的なඬではなく，このような子どもの姿がݳれる学習面をߑ
するためのものである。そしてࣰࡏの学習面で，表 �をもとに子どもたちのことばの学びを意味づ
けることで，Ҳਕͽとりがことばをղしてどのような学びをしているかが見えてくる。つまり，「感度・
理解・拡充」は，子どもたちのことばに内ใされた࣯的なรԿを見とるためのࢻ点ともいえよう。
(2)䛂感度䛃と䛿ఱか 䌦ことばの学䜃で⫱䜐䝯䝍ㄆ▱䝇䜻䝹・♫ពⓗ䝇䜻䝹䌦

ここまでの研究で，「感度・理解・拡充」のでも「感度」が子どもの今からつくることばの学習の伶
֕೨であることが分かってきた。では，「感度」とはՁか，なͧ大ࣆなのかについて۹りԾげてみたい。
ここまでに気づきと引っかかりが「感度」であることを示してきたが，「気づき」と「引っかかり」の意
味について，༰غࣉまでのことばの֭ಚをට解きながら考ࡱしてみたい。
「気づき」については，ちΎんのことばの֭ಚから考えたい。ਓ生������によれば，ちΎんは「ま

だϠυϩにできるݶ語もないので，とにかく༫えられたݶ語に取り組み，自分でいろいろ発見していか
なければなりまͦん。ʤྲྀʥよく耳にするԽのかたまりʤ単語ʥはどのような意味なのか，それをどん
なうにつなげるとชができるのかなど，自分で見つけて学んでいく」�しかないのである。ちΎんは
बҕのԽをよくซき，自分にかかわるਕとの対的なやりとりを通して，ۢพす΄きԽをซき分けられ
るようになり，ࢾ行ޣࡪしながらものとことばのつながりや，ことばの使われ方を知っていくのである。
まさに「୯にも教えてもらえないまま，自分でそのݶ語のԽのซき分け方を学び，発Խの࿇習をし，単
語のझྪやその意味の学習の仕方まで見つけ」�るのである。このようにちΎんがݶ語を֭ಚしていく
գ程では，さま͡まな面で「気づき」のྙが発揮され，その気づきを生かしてݶ語を֭ಚしているの
がわかる。
「引っかかり」については，༰غࣉをみてみたい。༰غࣉになると，単語ではなくชですようにな

るが，ここでもଡくのࢾ行ޣࡪをする。広ੋ�������によれば，「ࢰͷ」「ࢰなない」ということばを「ࢰ
」「ࢰまない」とؔ違って使う༰ࣉはଡいという。だが，大ਕはそう使わないし，子どもが大ਕのこと
ばを単にໝแして使うだけなら，このようなことばは出てこない。これは，子どもがྪਬした݃Վのգ
ҲൢԿのྭ�なのだそうだ。つまり，子どもたちは，自分が知っていることばやྭࣆからҲൢԿされた
きまりを見出し，それをԢ༽しながらことばを身につけているのである。そして，その表ݳをซいたพ
の子が「それ，違うよ」と，その表ݳに引っかかることがある。ことばを自分なりにҲൢԿして表そう
とするときにも，またそれをणけࢯめるଈにも，「引っかかり」が起きているとݶえる。
こうした༰ࣉのことばのޣ༽ྭからは，ことばや表ݳを観ࡱ・分ੵし，意図的にࡠしようというϟ

νݶ語ྙが発揮されていることも分かる。このようなࡋかいことばの違いや表ݳに引っかかるという
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ことは，ঘ学生でもよく見られる。これは，༰غࣉまでの自ྙで学んできたことや，ݩܨଏによるన
度なϟνݶ語知識�，ϟνݶ語ྙが発揮されているとݶえるのではないだろうか。つまり，ことばへの
「気づき」や「引っかかり」が，ϟνݶ語ྙやϟνݶ語知識を発揮することにもつながっているとい
えるのである。
ここまで見てきたように，子どもたちには自ら思考しながらことばを֭ಚするྙがあり，それはࢴた

ちの考える「感度」をৼとした学びのあり方と重なる。これが，国語で育ϟν知スキϩにあたる
と考える。Ҭ������によれば，ชԿߺىの観点からいうと，ࢴたちにとってݶ語とは，「ਕؔと世界
を݃ぶもの」�であり，ことばがݩܨ世界に対するʬものの見方ʭをوし，Ҳ方でことばによってࣰݳ
世界に対するʬものの見方ʭがو定されるという。ݶすれば，わたしたちはことばを通して世界を知
り，もっていることばのҕでのみしか理解することができないのである。つまり，国語教育に͕いて
ϟν知スキϩを育ためには，「感度・理解・拡充」というࢻ点で学びをつくっていくことが،要であ
ると考える。
�

㸰㸰� ᐇᐇ㊶㊶かかららぢぢるる子子どどももののጼጼ

㸦㸯㸧こと័࣭ࡊࢃ⏝ྃをࡓࡗゝㄒάືࠕことばをᴦしも࠺ 㸦ࠖ� ᖺ生㸧

①①単単元元のの構構想想�

１学期から，ことば遊びやこそあど言葉の実例を漫画などで表したりする活動を楽しんで行っている。

また，漢字学習の中で，ことわざや四字熟語を紹介するコーナーがあり，興味をもって取り組んでいる。

そこで本単元では，ことわざや慣用句を集め，紹介する，「感度」を発揮する活動を考えた。「なるほど・

おもしろい・いいな」と思うものを集めて，その意味を調べ，どんな場面で使われるかを表現方法も考

えて自分の言葉で説明する。また，多くの例に触れられるように友だち同士交流し，それぞれの感度に

触れることによって，ことばのおもしろさを感じ，日常の生活でも使ってみたいと思える場面をもつこ

とができ，表現の幅を広げることにもなると考える。

⾲ � 学習άືィ⏬

主 な 活 動

第 �•� 時 ことわざや慣用句を集めて，お気に入りのものを選ぶ。

第 �•�•�•� 時 選んだことわざや慣用句を，物語にして，工夫して表す。

第 �時 ファミリーの中で発表する。

第 �時 全体の前で発表する。

第 �時 言葉のおもしろさについて気づいたことをまとめる。

②②集集めめ，，選選びび，，表表現現すするる

「なるほど・おもしろい・いいな」と思うことわざ・慣用句を集めることは，その子のことばの感度

にかかわっている。使っていることばや例えの表現がおもしろい，リズムがいい，意味が分かった，自

分にぴったりの経験があったなど，感度のアンテナは様々である。集めた中からお気に入りを選んで紹

介する際には，その子の感度に「自分なりの理解」が加わって他者に表現する形式になっていく。どの

ような場面で使われるかを考え，� コマ漫画，ポスター，紙芝居，クイズなど表現方法を選んで表した。

③③発発表表（（全全体体））ででのの子子どどももたたちちのの様様子子かからら�

個々の作品をファミリーで紹介し合った後，おもしろかったものを選び全体の前で発表した。子ども

たちは，ことわざ・慣用句を聞いてどういうことかとイメージし，生活とつなげて具体例に変換しよう

としている。多少意味のずれはあるが，ここが子どもの感度の表れと言えるのではないか。また，自分

の経験と重ねて楽しんでいることから，それぞれのことばへの感度をもとに自分なりの引っかかりを表

現しようとしていることが見てとれる。

また，「目糞鼻糞を笑う」の紹介で，似た意味のことわざが出たことを踏まえて，次の「河童の川流れ」

の後にも，自然と似た意味のことわざを思い浮かべて発表している。このことは，一人の感度が他者の

図２

子どもの発表資料
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感度をび㉳こしたと言えるのではないか。このような発表㛫のつながりは，他者のኌを㏻してことば

への理解がつながっていくጼとᤊえることができる。発表者は，「᭱後にఏえたい一言」で，ことわざ・

慣用句を㏻して，ኻᩋをᛂしたり，ບましたりする言葉を言っていたことが༳㇟ⓗである。�

発表者㸲�「目糞鼻糞を笑う」�

ははは，㉥ࢳームにẚべたらすࡈいᕪじࡷないか。そっちだっ

て㸱Ⅼじࡷないか。して変わらないよ。目糞鼻糞笑うだな

あ。さてここでၥ㢟です。これと意味が似ているのは，ఱでし

�。うࡻ

&１�ࠗどんࡄりのࡏいくらべ （࠘発表者㸲㸸ṇ解）�

&２�ࠗ༑ṌⓒṌ （࠘発表者㸲㸸ṇ解）�

発表者㸲㸸自分も同じことを㤿㮵にしたりすること。⡆単に言う

と「どっちもどっち」。�

&㸱�ポスターでかいてるのがおもしろい。�

&㸲�ームが言ってる，まさࢳたࡅど，㈇ࡅーやってるんだ࢝ࢵࢧ

にそうだなあ。�

㹒㸸&１㸱のポスターで「して変わらないよ」「全然一⥴じࡷな

い。」と言ってましたね。�

発表者㸲㸸༑ṌⓒṌ，目糞鼻糞を笑うとどんࡄりのࡏいくらべ

は意味が似てて面ⓑいですね。ࡦࡐ使ってみてください。�

発表者㸳�ࠗ 河童の川流れ あ࠘る日おẕさんが⫗じࡷがを作ってい

るときໟでᡭをษってしまいました。おẕさんは「いたー

い。」と言いながら㉮りᅇっていました。いつも料理ୖᡭなのに

ࠗ河童の川流れだね。࠘って言いました。どんなにඃれている人

でも時にはኻᩋすることがあるというたとえです。�

&㸳�㟁㌴ࣗࢩミࣞーターでいつも１㸮୧⦅ᡂで㐠㌿するんです

も出してṆまれなࣟ࢟ど，㸱୧⦅ᡂで「あ，やばい，㸴㸮ࡅ

いよ。」めちࡷめち࢜ࡷーࣂーࣛン�

&㸴�⚾のママも，よく料理するんですࡅど，いつも㔝⳯をὙって

たりするࡅど，㛫㐪えて㣧みỈのほうでやったりしてて，河

童の川流れなんだなあ。�

&㸵�㉮りᅇるとか面ⓑい。�

㹒㸸ఱで㉮りᅇってるのかなあ� � � � & たち�③かったから�

&�㸸よほど③かったんじࡷないかなあ。�

㹒㸸③い時㉮りᅇるのは㸽㹁㸶㸸自分の③さを笑えたことがある。�

㹁㸷㸸③いのは笑えないࡅど，㉮りᅇるのが面ⓑい。�

㹁㸱㸸子どもみたい。�

㹁１㸮㸸似た意味のことわざで，「⊷もᮌからⴠちる」。�

&１１㸸グ᠈ຊがよくて，⚄経⾶ᙅうまくて，なのに，㸱ᖺ生にな

ってからは，ጒに㈇ࡅちࡷった。�

&１２�た。ᘵに取られて，河童ࡅームやってるとき㛫㐪えて㈇ࢤ

の川流れだなあ。�

発表者㸳㸸ᚓ意にしていることでも㛫㐪えるときがあります。だ�

からそんなに気にしないでいいと思います。ただ，㛫㐪えない

ように㡹ᙇればいいと思います。�

մմࣀࣀーーࢺࢺののࡩࡩりり㏉㏉りりかからら��

「河童の川流れ」の後のヰし合いで「ᡭをษって㉮りᅇるのがおもしろい」という発言に，ᩍᖌは「③

くて㉮りᅇっただࡅではなかったのでは」とᢞげかࡅた。するとその場では「よっࡱど③かった」「（㉮

りᅇって）子どもみたい」といった解㔘がヰされた。&�� のࡩり㏉りには，「ᬑẁはそんなኻᩋはしない

のにึめてかめずらしくᡭをษったから㦫いたのでవィにびっくりして㉮りᅇった」という考えが᭩か

れていた。これは，ヰし合いをᩚ理して自分なりの意味を見出す（考ᐹする）ጼの一➃といえよう。�

� 「少しきたない感じがしますが，それはそれでおもしろい。」という感想は，ことわざ・慣用句は，

変な≧ἣを面ⓑく言い換えたり，意味が分かると⣡ᚓできたりすることへの気づきが見られる。また，

ことばによって人をບましたり元気づࡅたりしていることを感じ取っている。これらは，ただ意味を▱

るだࡅでなく，「ことわざ」のもつ意味やᙺについてᣑしていくጼとᤊえてもよいだろうか。�

・おẕさんがᣦをษってしまうのはとても③いと思いました。ఱかがᚓ意でもኻᩋしてしまうことはあるんだな，なるほどと思いま

した。ᑗ᮶，ヰし言葉などに入れて使えるといいと思います。�

・ᑠさなことを➇い合っても意味がないなあということです。（中␎）友㐩にもそれを言って，ࡅんかをṆめられるかもしれないし，

自分もࡅんかをなくࡏるかもしれまࡏん。ࡅんかじࡷなくてもです。�

・ບましのようなことわざ・慣用句があったり，ὀ意のようなことわざ・慣用句があるということ。たとえもうまい言い方だなあ。

人になって子どもに言ってみたいです。�

յյᩍᩍᖌᖌののかかかかわわりり��

� ᩍᖌのかかわりとしては，まず子どもたちの多様な感度が表れるような単元を構想することがᣲげら

れる。本単元でいえば，集めたことわざ・慣用句の中からお気に入りを選ぶ，それをどんな表現形式で

紹介するかを選ぶ，紹介のための具体例を選ぶなど，発表の場に⮳るまでに多様な選ᢥの場面をタࡅる

ことで，それぞれの感度が現れる学習ㄢ⛬を意㆑した。�

� 発表での子どもたちは感度を生かしてᛂするが，表現やෆᐜのとらえが☜実でないときや，❧ち

Ṇまって考えてほしい場合がある。その時，ᩍᖌはことばに目をྥࡅ，ఱを例えているか，どうしてそ

うしたかなどၥいかࡅ，度考えるきっかࡅをつくる。そうすることで，子どもたちは目のࡅᡤ，

までとは㐪う❧ちṆまり方を意㆑することになる。これは，感度のാかࡏ方の例となるかかわりとも言

えよう。までとは㐪う感度に出合うことで，ことばの表す῝さやおもしろみのᤊえが変していく。�

発表では「どういう意味㸽」という㉁ၥはあったが，説明や具体例について解㔘のずれをᣦする
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ኌは出なかった。しかし，意見を出しษれなかった子も，り㏉りでࣀーࢺにたくさんの気づきや感じ

方を᭩いていた。その感想をᩍᖌから紹介することで，᪂たな気づきや「なるほど」という理解につな

げるようにした。子ども自㌟のことばを㏻して一つのࣔࣝࢹを♧すことは，その人の感度をඹ᭷するこ

とを㏻して自分たちの理解を☜かめる場面になる。そしてこれが，感度の広がりにつながっていく。

また，単元の学習が⥆いている時期に，⥅⥆してᐃ期ⓗに行っている「⤮だより」（ඣ童からᩍᖌやᐙ

᪘へ᭩くᡭ紙）で，ఱྡかが，᪩㏿ことわざや慣用句を使って᭩いていた。面ⓑさやⰋさを味わえるよ

うに，生活の中での使える場を紹介することを⥆ࡅていきたい。

㸦㸰㸧ゝⴥ╔┠し㛵㐃㈨ᩱをࡀ࡞࠸ら⮬ศࡾ࡞の⟅࠼᪉を᥈ࡍㄝ᫂ᩥの学習㸦�ᖺ生㸧

ᶅᶅ単単ݫݫににつついいてて�
他者のことばにཱིちࢯまりʤ感度ʥ，そこに意されるものをしたり֮かめたりʤ理解ʥしな

がら，自分なりの意味や価値をঙしずつ更新していくʤ拡充ʥため，子どもがમすることを通し
て，ॽかれたことばや対েを主ର的・ଡ面的にଌえるݩܨを重ねることを大ࣆにしたい。
そこで本単ݫでは「どちらの教材を学習したいか」を౦ධし，主教材「ಊたちが教えてくれる

քののくらし」を݀定した。મの理༟は，「քの生きにڷ味がある，わかっていないことを知
りたい」である。この教材は，ώΨϫάϱήというघ๑によって，分かっていなかったք༺ಊ
たちのくらしをଌえられるようになってきたことがॽかれている。教材のඬ「要ࢭをଌえる」
のΆかに，学習者のࣰସから「քののඁືに近づく」というඬを設定する必要があろう。そこ
で本単ݫのݶ語ݩܨを「քのඁືにയる読ॽόートࡠり」とした。本ชの「ೋしいݶཁ・大ࣆな
ྋやνϔϪρトを༽いてึଏし，自ࣁཁ」「ජ者の考え」をৼに，それに関わるๅを図ॽݶ
分が理解した「քののඁື」を１ஊཚ１Ϙーζに表ݳしていく。୴者が読ॽόートをもとに発
表し，ॽかれたことばから自分の見方を広げることができるのか，そして，そのஊཚでජ者がఽえ
ようとしていることはՁかを༙ڠし，ชহߑ図をڠಋࡠしていく。
ᶆᶆ単単ݫݫのの学学習習計計画画�
ᾞ್つの教材からどんな学習ができそうかを考え，મするʤࣆ・ݺਕ学習ʥ
ᾟ「քのඁືについて読ॽόートにまとめる」という見通しをもち，
１・̐ஊཚの読ॽόートをつくってৼชをまとめる。� � � � � � � ʤ̑ؔ࣎ʥ

ᾠ̑ʛ̗ஊཚを分୴し，読ॽόートをつくって༙ڠの६ඍをする。� � � ʤؔ࣎�ʥ
ᾡόートのࣺਇをもとに֦୴が発表し，ජ者の理ఴを考える。� � ʤؔ࣎�ʥ
ˠ本࣎のҕをԽ読ˢ୴ήϩーϕの発表ˢ発表をもとに࣯ٛˢஊཚの見出しを考える
ᾢ学習をりศってชহの要ࢭをଌえ，学習感をまとめる。� � � � � ʤ̐ؔ࣎ʥ

ᶇᶇ発発表表ををももととにに，，ॽॽかかれれてていいるるここととのの意意味味をを֮֮かかめめるるʤʤ �� �ʥʥ࣎࣎
本࣎は୴ήϩーϕの発表をซくところから࢟まった。༽意した :%�図

̒�には，「思٠なݶཁ」「ජ者の考え」などがॽかれている。これらは，
ことばへの感度の表れとݶえよう。しかし発表自ରは，ॽかれたことを読
みげるだけでशわってしまった。ซきघも教師もこのどうしたものか
と，ໃݶの਼භがգ͙る。ҐԾはその発表にどのようにൕԢしていったの
かのىである。�
発１ʁ思٠なことば，ΤΥρυϩΠδϧε・キϱήϘϱά
ϱ。その他のϘϱάϱと，その他のΠδϧεです。

発̐ʁජ者の考えは，ॵめ予ではରの大きなಊの方が
ષଐくӯ͛と思っていました。݃Վはରのঘさなಊの方
がややଐくӯ͛ということでした。

発̑ʁで，考ࡱなんですけど，「ରが大きいからといって必ず
くӯ͛わけではない」ってことで，

発̒ʁජ者がఽえたいことは，「ରが大きいからくӯ͛わけ
ではない」から，識をٛってみるっていうことです。

発̓ʁ̑ஊཚの見出しは「思٠なこと」̒ஊཚは「ىか
らの考ࡱ」です。� � 全ҽʁʞʞʞ。

7 ʁわからなかったਕʃどんなことをซいてみたいです
かʃ

&１ʁජ者のఽえたいことをもうঙししく知りたい。
& ʁ̐なんでΠδϧε，キϱήϘϱάϱが思٠なݶཁなのʃ

発１ʁちΒっと違くなるんだけど，ྭえ。たとえば，ർ΄るときのྭ
みたいな。ରの大きさでは，݀められないから，これのྭ。

&１ʁなんとなくわかったけど。それはྭというよりも，ਕؔの合
で，だからྭじΎないんじΎないかな。

7ʁਕؔの合とΠδϧεの合をしてみて。
発̐ʁਕؔの合，ైิだと̒キϫϟートϩで，ૺると̖キϫϟート
ϩで，ڟӯだと �NP� です。

発１ʁঘܗϘϱάϱの合は࣎ଐ ��̓，ΦϱϘϧーだと ���。
発̓ʁώΨϫάϱήは行ಊى༽のをૹし，΄る科学ٗढ़
&�ʁさっきのྭになるݶཁ，ࣰݩに使った生きじΎないかな。
C4ʁΤΥρυϩΠδϧεよりその他のϘϱάϱの方がみんなଐい
のʃ

発１ʁΤΥρυϩΠδϧεは，࣎ଐ 5.4̼̾，ΠυϨーϘϱάϱは࣎
ଐ 6ʛ7km，ζΥϱςーϘϱάϱは࣎ଐ 30km。
Tʁ本ʃ࣎ଐ 30kmʃ� � みんなʁえʛ!?

図䠏：ぢฟしを䜒とに

したᩥ❶ᵓᡂ図
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ॵめての発表にどう引っかかっていくൕԢしていくのかは，こと
ばへの感度が表れる面である。「もうঙししく」「どうしてそれ
が思٠なݶཁʃ」と，そのことばがમばれた理༟をึଏしてཋし
いという࣯問として表れている。発表者は，「思٠なことばとい
うよりྭ」「ਕؔの合だとైิで̒ᶵ」「ώΨϫάϱήはʞ」と，
それぞれが΄たことをึଏしようとするのだが，この࣎点では理
解のやජ者の理が༙ڠされていないため，それぞれの感度が
なかなかかみ合わない。このޛ，΄たことをもとに࣎ଐという֕
೨への問いが生まれていく。
ᶈᶈ理理ののつつななががりりをを意意識識すするる�
三つのྭࣆからߑされているこのชহの本は，「ࣰࣆをफ़΄るஊཚ˲考ࡱするஊཚ」というまと

まり܃りศしながら，ජ者の主に近づいていく。学習をめる子どもたちが，この理ఴをどのよ
うにつかんでいったのか，̓・̔ஊཚの発表からそのรԿにしてみる。

発１ʁ� ஊཚでජ者は，「大ܗのಊのυーνが必要」としてい
て，なͧそれが必要かっていうと，� ஊཚとつながっていて，
大ܗのಊのυーνとはマραΤέζϧのことで，「どれ͛ら
い深くઞりどれ͛らいଐくӯ͛のか。」っていうのが問いで，
それが :% にॽいてあって，�����NJ でৱ΄はঘڗ・ϕϧϱ
έトϱで，࣎ଐ ���NPです。

発̐ʁජ者の考えの予で，ର重 ��ͅをӿえるマραΤέζϧな
ら，ϘϱάϱやΠδϧεよりはるかに，はるかっていうのがϛ
ϱトで，大きいからもっとଐくӯ͛と思っていたんですけ
ど，݃ ՎはϘϱάϱやΠδϧεとಋじଐさでӯいでいるってこ
とでした。ʤྲྀʁキーϭーχを使った発表˲スϧχにҢるʥ

発１ʁマραΤέζϧはさっきॽいてあったように，࠹大 ��̾，
ಆ部がڌ大で，はࠉいが，年を取るにつれてപくなり
ます。世界のքをյっていて，ྃ しているみたいな感じで，
έζϧはΩとఊ生ڗで，����̾くらいまでઞれます。

発̐ʁこれがマραΤέζϧの大きさなんだけど，�スϧχ�

大は࠹ ��̾なんだけど，ର重は �����NJ で，��ͅってことで
すね。通 ��̾くらいで，子どもだと �̾くらいです。

&�ʁݶཁの意味がわからないでซいているんですけど，「Ωと
ఊ生ڗ」ってどんな意味ですか。
発１ʁఊ生ڗは，ఊの方で生きているڗってことです。
&�ʁ「Ωとఊ生ڗ」ってʃʤྲྀޛʥ

このοーϞの発表が「̒ஊཚʤରが大きいΆどଐく
ӯ͛のかʥとつながっていて」と，ජ者の考えにれ
て࢟まることにしたい。�・� ஊཚでの，し
たݶཁʤ感度ʥをད的にڏげる発表とはスνϩが
ร༲している。これは，࣎を通して「ఽえたいこと
をどのようなのӣびでఽえるか」が意識されたこ
とによる。΄たๅをఽえるࡏに，ජ者の理をも
とに「発表者の理」がつくられたわけである。これ
は，感度をもとにことばへの理解がつくられたとଌえられる。
݃にたる �ஊཚでは，「生育ڧに合わ

ͦてԿしてきたಊたち」とをまとめるキ
ーϭーχがॽかれている。しかし本ชには，
生育ڧに合わͦたԿの違いは「㕔に向か
うଐ度の違い」しか示されていない。ところ
が，このஊཚを୴した子どもたちの発表で
は，έζϧが �����̾もઞるためのରの仕組み
や，ϘϱάϱのӍࠞのୂԿとਭでのༀׄを取
りげていた。ʤˠこの面のࡋは，発表ಊ画
やࣉಒ教育 ΄লしていただきたいʥここでは，ජ者の理に合わͦた۫ରྭを，発表者がࢂをߺ��
たことをもとにڛしたとଌえられる。
ᶉᶉઈઈชชのの学学習習にに͕͕けけるる「「感感度度・・理理解解・・拡拡充充」」�

ઈชの学習では，ජ者の理を理解するためにϭーέεートなどを༽いてๅをफ的に整理し
ていくことがଡい。しかし本単ݫの設定では，それぞれが΄たๅʤ感度ʥを表しながらࢂՅするた
め，重なりがঙないところから࢟まっている。

図䠐：Ⓨ⾲のた䜑の WB（䠏・䠐ẁⴠ）

図 5：Ⓨ⾲のた䜑の䝇䝷䜲䝗（䠑・䠒ẁⴠ）

      
      

      
    

    
  
     

 
 
 
 

 
 
 
    

   
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

     

     
    

   
   
    

   
   
  

   
     

   
    

   
   
    
   

   
  

   
  

     
     
     

     
      
      

      
      
      

図 ：ᮏ༢ඖでの䛂感度・理解・拡充䛃

－ 62 －

ᅗ㸲ࠉⓎ⾲ࡢࡵࡓࡢ :%㸦㸱࣭㸲ẁⴠ㸧

ᅗ㸳ࠉⓎ⾲ࢻࣛࢫࡢࡵࡓࡢ㸦㸳࣭㸴ẁⴠ㸧

ᅗ㸴ࠉᮏ༢ඖ࡛ࠕࡢឤᗘ࣭⌮ゎ࣭ᣑࠖ



発表を重ねජ者の理にしていくことで，まだ関連づいていないݶཁたちʤ感度ʥが，重なり
を見ͦ，発表者なりの“ことばへの理解”やซきघの理解をܙづくっていく。そして単ݫのश൭では，ޕ
いの理解が重なってくることで，ජ者の理をഖղとしながら他者のことばをいて自分なりの理解を
拡げていくʤ拡充ʥ。これによって教材ชに表されてはいないけれどもそこに内ใされている意味をฦ
み合わͦいくという読み方がݳれていた。�

ϭーέεートによるๅの整理は，図̔のようなθϪがঙなくなるため，いஊからޕいのء
点を重ね合わͦやすい。対して本単ݫでは，「それぞれの“ことばʤๅʥ”をどのように関連付けるこ
とができるのか」が意識されながら，学習がఴしていく。ඉްི的に思われるこのݶ語ݩܨが，それ
ぞれのことばへの感度ʤ違いʥをもとに，༙ڠできる意味をり出していくのだと考えている。�

ҐԾは，単ݫのशわりにชহߑ図をもとにॽいた要ࢭである。Άとんどの子がݺพࢨ導の必要な�
く，ྭにڏげた&̓ࣉと大ࠫないものを仕げることができた。これは，ජ者の理ఴとชহのॽか
れ方を理解することにཻまらず，関連知識をめた学習者なりの理解をࡠܙり，それを拡充している姿
のҲつとଌえることができよう。�
たちਕؔはքののಊたちのことを知っているようでしりまͦん。そこで研究者たちはώΨϫάϱήという新しいٗࢴʁࣉ̓&
ढ़でしろうとしました。それをした݃Վ，ରとଐさの予の関ܐがあることがわかりました。また，それがなͧかというਇࣰも見
えてきました。様ʓなࠬを行い，ಊたちにとってҲ൬よいଐ度があることがわかった。生ଋڧに合わͦてԿしてきたಊた
ちからは，まだまだ学΄ることがある。今ޛにغଶしようʄʤˠݬชママ，Ծતはชহߑ図からの引༽ʥ�

  

䠏䠏  ᡂᡂᯝᯝととㄢㄢ㢟㢟  

� 「感度」「理解」「拡充」が起こるようなदۂをߑし，子どもたちをみとる国語のदۂをつくってい
くと，子どもたちは，自分たちで問いをཱིてたり考えをもったりしながら，自身のݩܨやもっているこ
とばをۨ使して，問いや՟ୌに向かい，りӿえていく。そのようなしघもきघも積ۅ的にࢂՅで
きる対ؔۯので，子どもたちは，自身が࣍っている知識を出し合い，ޕいの知らないことをດめあ
っていく。これが，新たな語ኰの֭ಚや識にもつながっていると考える。ことばに気づいたり，ͽっ
かかたりする「感度」が発揮され，面やয়ڱに合わͦた表ݳを考えることを通して，ことばやชをన
切に表ݳすることへの「理解」が深まり，その子のことばや表ݳが「拡充」されていく。�
� ことばの学びは，対的な関ܐ性のでこそ育まれるものだと考える。そのためにも，教師にとって，
子どもたちがՁをしてもよいという҈全と҈ৼを感じるづくりを大切にすることがܿかͦない。そ
こで，「感度」「理解」「拡充」がݳれる子どもたちのことばの学びができた࣎，その対的なやり取りを
重ねたところで，自分の思いを重ね合わͦながら他者をଜ重するようなऀ会意的スキϩが育まれると
考えている。�
� 今ޛは，この「感度」について，さらに理解を深めつつ，それがどのように子どもたちのことばの育
ちや学びに生かされているのかについても，分ੵやݗ౾を重ね，理としてまとめていきたい。�

ʤԮీࢃٳࠦ・ߝ・ੋ・౽ࢮ・本ీ・ݬ・݃ʥ�
�

�� ਓ生ӽ子������「ちΎんはことばをどう学ぶのか」ԟޮ新ऀ，S����
�� ಋॽ，S�����
�� 広ੋ༓ن������「ちいさいݶ語学者のݧʷ子どもに学ぶことばのඁື」ഀآॽవ�
�� 広ੋ༓ن������「子どもに学ぶݶཁの知科学」ஞຐॽ，SS�������� 広ੋによれば，գҲൢԿとは「それがては
まらないࡋかなྭまでちΒっと拡しす͙たҲൢԿ�S����」のこと�
�� 広ੋ༓ن������� ܟॽ，S����
�� Ҭ三ࣰ������「ਕはことばをどう学ぶかʷ国語教師のためのݶ語科学ʷ」くろし͕出൝，S���
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